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京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
本
愈
ヲ
京
都
哲
三
舎
ト
穂
ス

第
二
伽
除
　
本
八
胃
ハ
瞳
夙
．
義
二
於
ケ
ル
哲
…
磯
子
ノ
研
究
及
煎
ハ
敢
隅
及
ヲ
以
テ
n
瞬
的
ト
ス

第
三
條
　
本
命
ロ
バ
萌
條
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
一
、
毎
1
3
一
剛
研
究
愈
ヲ
朋
ク

　
　
『
毎
年
公
開
講
演
會
ヲ
醐
〃

　
『
緑
月
一
圖
哲
學
研
究
ヲ
嚢
行
ス

鎮
四
條
本
愈
事
瀞
所
ヲ
京
都
帝
國
穴
學
文
學
部
内
ユ
置
ク

第
五
傑
　
本
會
ノ
事
業
ソ
経
帯
n
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
負
ソ
…
直
ク

　
一
、
委
亘
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
恥
文
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
鋲
、
倉
二

　
　
　
於
テ
焔
馳
薦
シ
タ
ル
辮
H
ヲ
以
テ
之
二
充
ソ

　
一
、
堂
鱒
記
（
一
名
）
釆
女
長
脅
”
二
於
テ
燃
川
副
ス

節
六
日
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
〃
蔚
ハ
餌
人
ニ
テ
屯
禽
鋲
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

學
校
、
測
書
館
、
教
育
・
曾
、
其
他
ノ
夢
野
ハ
其
嗣
盤
ノ
名
ヲ
以
テ
入
倉
ス

　
声
コ
ト
ヲ
得

第
七
佃
除
　
　
會
“
坦
ハ
三
口
費
ト
シ
テ
年
…
四
圓
㎜
隅
拾
銭
、
晶
隅
後
二
期
二
小
刀
チ
テ
晶
嗣
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
部
員
ハ
本
會
ノ
諦
種
ノ
倉
合
二
拠
席
ス
ル
慣
レ
ヲ
得
、
且
ソ
雑
誌

『
哲
學
研
究
』
ノ
割
付
ヲ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
期
ノ
改
罵
墾
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
依
ル
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京
都
哲
婦
會
公
開
講
演
會

繁
る
十
一
月
二
十
一
目
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
牛
よ
り
京
都
帝
蹴
出
骨
法
上
部
第
四
教
室
に
於

て
左
記
め
如
く
公
開
講
演
會
を
開
催
致
し
ま
す
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と
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史
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f
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屡
づ
職
…
…
…
当
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溺
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凱
懲
悪
燃
洞
㍊
駄
設
内
外
濃
印
刷
株
糞
　
　
　
　
（
東
京
）
一
文
館
　
東
京
堂
　
東
海
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
辰
館
　
上
田
屋
壷
混
乱
へ
大
阪
）
　
悔
文
館
　
羅
文
館
　
墾
文
飛
　
　
　
　
（
棘
戸
）
　
實
文
館
　
川
瀬
書
店
　
　
　
　
（
京
都
）
　
大
文
飛
　
大
盛
飛

定
債

禍
一
難
縫
無
期
灘
竿
一
遇
　
照
　
　
　
　
　
…
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
一
　
一
　
5

廣
告
將
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頁
　
金
参
拾
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牛
頁
ハ
阪
扱
不
届

1
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呆多

敬

　
　
　
　
　
颯
ほ
本
書
に
於
て
佛
教
な
普
遍
的
、
合
理
的
に
拭
取
り
扱
ほ
な
か
つ
公
。
宗
敏
ほ
蛮
き
て
み
ろ
。
こ
の
生
き
た
も
の
と
し
て
自

　
　
　
　
己
の
生
活
葎
通
し
て
、
大
乗
な
瞥
見
ぜ
ん
こ
と
に
努
め
象
。
本
書
に
ほ
新
し
い
試
み
が
少
く
あ
る
ま
い
。
そ
れ
ら
ほ
或
學
活
達
よ

新
・
、
旺
を
舞
塞
・
・
か
論
れ
な
・
・
然
・
六
・
へ
、
ぞ
・
非
讐
ら
…
、
・
・
－
・
三
の
眞
雪
解
薦

　
　
　
　
る
な
ら
、
泓
ほ
十
分
に
報
い
ら
れ
る
。

　
　
…刊　　
　
　
　
思
ふ
に
大
乗
罪
佛
設
が
蒼
し
歴
史
的
に
眞
な
ら
ば
、
私
の
、
あ
著
も
そ
れ
と
共
に
侮
ら
か
の
意
義
な
保
有
す
る
で
あ
ら
う
。
他

　
　
　
　
臼
大
繭
も
佛
説
な
り
と
ぜ
ら
ろ
・
臼
が
樽
ぴ
写
る
な
ら
ば
、
本
書
の
生
命
も
自
ら
失
ば
る
・
に
相
違
鳳
い
。
然
し
、
私
ほ
大
乗
非

　
　
　
　
佛
設
ほ
明
か
に
不
動
の
眞
理
だ
と
思
っ
て
み
る
Q
そ
し
て
そ
の
上
に
、
新
し
い
東
洋
文
化
の
認
識
ほ
始
め
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

　
　
　
　
つ
て
み
る
。
大
乗
葬
佛
親
指
西
洋
人
よ
り
唱
へ
來
つ
宏
新
し
い
研
究
実
証
で
あ
っ
糞
が
、
私
ほ
こ
の
彼
ら
よ
り
古
画
武
器
に
依
つ

　
　
　
　
て
、
自
己
の
文
化
た
再
槍
耀
し
、
以
て
自
己
の
文
化
に
明
か
な
基
礎
た
築
か
ん
と
志
し
公
。
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